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合同庁舎記者クラブ・広島県政記者クラブ・中国地方建設記者クラブ

「森・川・街・海のつながりを活かした広島湾づくりに向けて
～広島湾再生パネル展～」

を開催します

関係省庁や自治体で構成する広島湾再生推進会議は、このたび、「森・川・街・海のつ
ながりを活かした広島湾づくりに向けて ～広島湾再生パネル展」と題し、広く一般の方へ
広島湾再生に係る産学官の各機関及びＮＰＯ等団体の取り組みを紹介することを目的とし
て、パネル展を下記のとおり開催しますのでお知らせします。（別添チラシ参照）
今回のパネル展では、広島湾だけでなく、河川や森林で行われている広島湾の魅力を支

える様々な取り組みについて紹介すると共に、間伐材を使ったクラフトや川のアシを使っ
たアシ船、漂流ゴミを使ったアート作品など具体的な取り組みを紹介します。また、～広
島湾の風土・風景～と題した写真家 脇山 功さんの写真の特別展示も企画しておりま
す。

【開催期間】平成２７年３月７日（土）９：００～１９：００
３月８日（日）９：００～１９：００

【会 場】イオンモール広島祇園３Ｆ フォセット前スペース
（広島県広島市安佐南区祇園３丁目２ー１）

【展示概要】
＜クラフト、アシ船、ごみアート＞
◆間伐材を使ったクラフトや川のアシを使ったアシ船、漂着ゴミを使ったアート作品の展示
＜森・川・街・海の取り組み紹介＞
◆ＮＰＯ、企業、研究機関、行政による森・川・街・海の取り組み紹介
◆ごみトランクミュージアム、デザインマンホールの展示
＜広島湾再生行動計画の紹介＞
◆広島湾再生行動計画の概要
◆森・川・街・海のつながりとは？
◆伊能図と海図で見る広島湾
＜「特別展示」 ～広島湾の風土・風景～ 写真家 脇山 功

・主 催：広島湾再生推進会議
（事務局：国土交通省中国地方整備局・海上保安庁第六管区海上保安本部）

・協 力：イオンモール広島祇園
・広島湾再生プロジェクトホームページアドレス：

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/hiroshimawan/
・取材について：当日取材に来られる場合は事前に下記までご連絡願います。なお、パ

ネル展の撮影は可能です。

○問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局 TEL（082）221-9231（代表）（平日昼間）

担当）企画部 広域計画課長 新 宅 清 人（内線3211） 夜間 511-613１
しんたく き よ と

(広報担当窓口)

中国地方整備局 広報広聴対策官 坂 本 繁 幸（内線2117）
さかもと しげゆき

中国地方整備局 企画部 環境調整官 田 尾 和 也（内線3114）
た お かずなり

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/hiroshimawan/


主催：広島湾再生推進会議 
事務局：国土交通省 中国地方整備局  
    海上保安庁 第六管区海上保安本部 

開催期間 平成27年3月7日（土） 9:00～19:00 
     3月8日（日） 9:00～19:00 

会  場 

◆広島湾再生行動計画の概要 
◆森・川・街・海のつながりとは？ 
◆伊能図と海図で見る広島湾 

入場無料 

イオンモール広島祇園3Ｆ フォセット前スペース 

協力： 

特別展示： 

展示概要 クラフト、アシ舟、ごみアート 
◆間伐材を使ったクラフトや川のアシ（葦）を使ったアシ舟、 
 漂着ゴミを使ったアート作品の展示 

広島湾再生行動計画の紹介 

～広島湾再生パネル展～ 

森・川・街・海の取り組み紹介 
◆NPO、企業、研究機関、行政による森・川・街・海の取り組み紹介 
◆ごみトランクミュージアム、デザインマンホールなどの展示 

アシ舟 漂着ごみアート トランクミュージアム 



        広島湾再生行動計画について 

 
 
 
 

 

広島湾再生行動計画の概要 

広島湾再生行動計画の主な取り組み 

○汚水処理人口普及率 

○ 広島湾再生計画は、関係省庁、地方公共団体
が協力して、広島湾の保全・再生に向けた総
合的な施策を推進するための行動計画である。 

      関係機関は、本計画で設定した３つの目標を

達成するため、各々の施策を展開するとともに、
その目標に向けた達成状況を毎年フォロー
アップしている。 

○石炭灰造粒物を用いた 
＿＿＿＿底質改善 

目標－１ 森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する 

○赤潮の発生状況 

○親水空間を利用したイベントや環境学習などの推進 

目標－２ 人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する 

目標－３ 宮島などの魅力がある自然景観、歴史・文化を活かし、美しい広島湾を保全する 

○清掃活動への参加人数 

○自然景観、歴史・文化的資源の保全や活性化の取り組み ○代表的な観光地への年間入込客数 

○人工干潟の整備 ○浅場等の生物の種類数・個体数 

（10年間を対象期間） 

※詳しくは広島湾再生プロジェクトホームページ 
       （http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/hiroshimawan/) をご覧下さい。 

（広島港五日市地区人工干潟） 
底生生物の種類・個体数の推移 

（環境省ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 
準絶滅危惧種） 

確認された貴重な生物 

ハクセンシオマネキ 

清掃活動への参加人数の推移 

代表的な観光地への 
年間入込客数の推移 

厳島神社大鳥居付近 

パークボランティアに 
よる宮島の清掃活動 

海面清掃船「おんど2000」 
による海面浮遊ごみの回収 

自然景観、歴史・文化的 
資源の保全に関する取り 
組み実施回数 

広島港五日市地区 
人工干潟の整備 

石炭灰造粒物の投入 

施工後の海底の状況 
赤潮発生件数、漁業被害件数の推移 

リフレッシュ瀬戸内清掃活動 環境教育・普及啓発活動の 
実施回数の推移 

干潟・藻場の再生面積の推移 

下水処理人口普及率の推移 

NPOによるかき 
養殖体験学習 

環境学習副読本の作成 
（NPO、行政が連携） 
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